
い
生
命
が
失
わ
れ
る
な
ど
最
悪
の
事
態
が
続
く
。

何
の
望
み
も
楽
し
み
も
な
い
、
た
だ
願
う
は
一
日
も
早
く
日

本
に
帰
り
た
い
、
こ
れ
が
唯
一
の
夢
だ
っ
た
。
こ
ん
な
と
き
、

日
本
兵
の
手
に
よ
っ
て
風
呂
が
造
ら
れ
、
週
に
一
回
位
の
入
浴

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
身
も
心
も
疲
れ
き
っ
て
い
た
時
だ

け
に
入
浴
に
よ
り
わ
ず
か
な
が
ら
も
心
休
ま
り
、
さ
さ
や
か
な

憩
い
の
場
と
な
っ
た
。

私
は
馬
舎
当
番
六
人
の
中
に
選
ば
れ
、
馬
八
頭
、
牛
六
頭
に

豚
等
の
飼
育
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
仕
事
は
六
人
で

十
二
時
間
交
代
、
休
み
な
し
の
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
空
腹
に
堪
え
が
た
い
時
に
は
馬
糧
や
豚
の
■
を
食

べ
て
空
腹
を
し
の
ぎ
、
栄
養
失
調
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き

た
。や
が
て
シ
ベ
リ
ア
に
四
度
目
の
冬
が
近
づ
く
九
月
、
待
ち
に

待
っ
た
帰
国
の
時
が
来
て
列
車
に
乗
る
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
時
に
千

人
の
部
隊
で
あ
っ
た
。
皆
日
本
に
帰
る
日
を
夢
見
て
お
互
い
に

励
ま
し
合
っ
て
来
た
の
に
、
栄
養
失
調
、
重
労
働
等
に
耐
え
き

れ
ず
に
、
ま
た
事
故
等
に
よ
り
帰
国
の
夢
は
は
か
な
く
消
え
去

り
、
凍
土
シ
ベ
リ
ア
に
眠
る
二
百
余
人
の
友
を
残
し
て
行
く
の

は
残
念
だ
が
仕
方
な
い
。

や
が
て
列
車
は
ウ
ラ
ジ
オ
に
向
け
て
発
車
、
今
は
亡
き
友
の

冥
福
を
祈
っ
て
両
手
を
合
わ
せ
、
ア
ル
チ
ョ
ム
を
後
に
す
る
。

し
ば
ら
く
し
て
列
車
は
ウ
ラ
ジ
オ
に
到
着
。
四
、
五
日
し
て

ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
、
船
を
待
つ
。
し
ば
ら
く
待
つ
う
ち
、
引
揚

船
興
安
丸
が
入
港
す
る
。
こ
の
船
に
乗
船
。

長
か
っ
た
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
解
放
さ
れ
て
舞
鶴
に
入
港
。

各
種
手
続
終
了
後
、
懐
か
し
い
我
が
家
に
帰
っ
た
の
は
昭
和
二

十
三
年
十
一
月
二
十
四
日
。

帰
国
後
、
有
線
の
電
気
工
事
、
積
水
化
学
関
連
工
場
に
勤
務

し
、
無
事
定
年
退
職
し
現
在
に
至
る
。

シ
ベ
リ
ア
の
思
い
出
　 長野
県
　
横
内
弥
六
郎
　 

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
十
六
日
、
長
野
県
諏
訪
郡
川

岸
村
に
生
ま
れ
る
。



昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
、
川
岸
村
立
川
岸
尋
常
高
等
小
学

校
高
等
科
卒
業
、
家
事
の
農
業
に
従
事
。

昭
和
十
五
年
、
徴
兵
検
査
の
結
果
甲
種
合
格
、
北
支
派
退
軍

歩
兵
第
八
十
大
隊
入
隊
と
決
定
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
、
宇
都
宮
練
兵
場
に
集
結
。
被

服
、
歩
兵
銃
等
を
渡
さ
れ
、
東
京
芝
浦
港
を
出
港
。

昭
和
十
六
年
六
月
、
中
国
タ
ン
ク
ー
港
上
陸
、
天
津
、
北

京
、
通
州
等
に
て
軍
事
教
育
を
受
け
、
教
育
終
了
。
独
立
歩
兵

八
十
大
隊
第
二
中
隊
に
所
属
、
河
北
省
各
地
に
駐
留
、
討
伐
作

戦
等
に
従
事
。

昭
和
二
十
年
六
月
、
急
速
移
動
命
令
が
出
て
、
貨
車
へ
弾
薬

、
食
糧
、
被
服
、
馬
数
十
頭
を
積
み
、
歩
兵
四
個
中
隊
、
重
機

関
銃
一
個
中
隊
、
歩
兵
砲
一
個
中
隊
の
千
三
百
人
位
が
通
州
駅

付
近
よ
り
出
発
。
何
も
知
ら
さ
れ
ぬ
ま
ま
六
月
十
四
日
満
支

国
境
通
過
、
奉
天
西
方
通
遼
県
に
到
着
、
こ
こ
で
幕
舎
生
活
に

入
る
。
一
個
中
隊
ご
と
陣
地
を
構
築
。
対
戦
車
攻
略
の
訓
練
に

明
け
暮
れ
る
。

八
月
初
旬
、
国
境
の
急
迫
が
伝
え
ら
れ
、
全
満
の
兵
は
奉
天

（
瀋
陽
）
に
集
結
し
、
最
後
の
一
兵
に
な
る
ま
で
ソ
連
軍
と
戦

う
べ
し
と
の
命
令
が
出
る
。
北
支
で
戦
闘
を
く
り
返
し
て
来
た

我
々
に
は
既
に
覚
悟
は
で
き
て
動
揺
も
な
か
っ
た
。

数
日
し
て
終
戦
を
知
ら
さ
れ
る
。
武
装
解
除
も
な
く
各
地
を

移
動
。
最
後
に
武
装
解
除
さ
れ
、
奉
天
北
飛
行
場
に
集
結
す

る
。
時
計
、
万
年
筆
等
、
貴
重
品
は
ほ
と
ん
ど
ソ
連
兵
に
取
ら

れ
て
し
ま
う
。

九
月
末
頃
、
ウ
ラ
ジ
オ
か
ら
日
本
に
帰
す
と
言
わ
れ
、
貨
車

に
五
十
人
位
ず
つ
乗
せ
ら
れ
北
へ
向
か
う
。

貨
車
は
ト
イ
レ
が
な
く
、
小
刀
等
で
床
に
穴
を
あ
け
用
を
足

す
。
時
折
南
下
す
る
邦
人
の
乗
っ
た
貨
車
と
行
き
会
う
。
着
の

身
着
の
ま
ま
の
邦
人
に
カ
ン
パ
ン
を
投
げ
て
や
る
、
出
発
の
時

に
は
食
糧
は
充
分
持
っ
て
い
た
。
時
折
配
ら
れ
る
黒
パ
ン
な

ど
、
中
を
え
ぐ
り
煙
草
の
灰
皿
に
し
て
い
た
。
日
が
た
つ
に
つ

れ
食
糧
が
底
を
つ
き
、
灰
皿
さ
え
分
け
て
食
べ
る
。
途
中
、
中

国
人
の
機
関
士
が
逃
げ
て
、
日
本
軍
の
鉄
道
隊
の
中
に
い
た
機

関
士
に
よ
っ
て
急
場
を
し
の
い
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。

十
二
月
初
旬
頃
で
あ
ろ
う
か
、
貨
車
は
黒
竜
江
省
の
ほ
と

り
、
黒
河
と
い
う
町
に
着
い
た
。
黒
竜
江
は
既
に
凍
っ
て
い

る
。
対
岸
ソ
連
の
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
ま
で
荷
物
を
橇
に



積
ん
で
運
ぶ
。
一
往
復
八
時
間
余
、
こ
ん
な
仕
事
が
毎
日
続

く
。
飢
え
と
寒
さ
で
凍
え
死
ぬ
兵
隊
も
多
く
出
た
。
ウ
ラ
ジ
オ

か
ら
帰
れ
る
と
信
じ
て
来
た
が
国
境
越
え
で
、
無
念
の
最
期
を

遂
げ
た
人
の
数
は
多
数
に
の
ぼ
っ
た
。

そ
の
後
再
び
貨
車
に
詰
め
ら
れ
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク

を
出
発
。
ウ
ラ
ジ
オ
に
向
か
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
が
、
夜

空
に
輝
く
北
極
星
を
見
て
疑
問
を
抱
く
。

数
日
後
、
列
車
は
波
打
ち
際
に
出
る
。
日
本
海
だ
と
皆
大
喜

び
。
と
こ
ろ
が
ソ
連
の
一
兵
士
が
「
バ
イ
カ
ル
」
と
一
言
、
皆

が
っ
か
り
で
あ
っ
た
。

湖
畔
を
走
る
こ
と
一
昼
夜
余
、
湖
畔
を
離
れ
て
三
日
、
列
車

は
支
線
に
入
る
。
さ
ら
に
三
日
後
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
炭
鉱
の
ボ

タ
山
の
見
え
る
草
原
に
着
く
、
こ
こ
で
下
車
。

ス
タ
ー
リ
ン
ス
ク
に
程
近
い
「
プ
ロ
コ
ピ
エ
フ
ス
ク
第
四
収

容
所
」
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
造
っ
た
と
い
う
半
地
下

式
の
宿
舎
、
地
下
に
穴
を
掘
り
丸
太
を
組
み
小
枝
を
敷
き
土
を

か
け
た
建
物
。
丸
太
で
二
階
を
造
り
、
板
を
敷
い
て
あ
る
、
じ

め
じ
め
と
し
て
舎
内
に
は
暗
い
裸
電
球
が
所
々
に
吊
る
し
て
あ

る
。
暖
炉
は
入
口
に
一
ヵ
所
の
み
。

作
業
は
、
■
瓦
工
場
、
炭
坑
労
働
、
鉄
道
工
事
、
そ
の
ほ
か

多
種
に
わ
た
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
作
業
に
も
ノ
ル
マ
の
分
厚
い

ノ
ー
ト
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
。
食
糧
不
足
に

よ
る
体
力
の
減
退
、
想
像
も
つ
か
な
い
寒
さ
の
中
で
ノ
ル
マ
達

成
は
無
理
だ
っ
た
。
達
成
で
き
な
い
と
食
糧
を
減
ら
さ
れ
る
。

■
瓦
土
を
掘
っ
た
穴
に
ロ
シ
ア
人
が
投
げ
込
ん
だ
犬
、
ネ
ズ
ミ

等
を
飯
盒
で
炊
い
て
食
べ
た
こ
と
も
何
回
か
。
農
作
業
に
出
た

時
、
種
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
べ
て
し
ま
い
、
後
に
な
っ
て
芽
が
出

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
作
業
の
帰
り
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
取
る
の
を
見
逃
し
て
く
れ
た
ソ
連
軍
の
下
士
官
の
計
ら
い
で

空
腹
の
足
し
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
の
軍
医
が
尻
を
さ
わ
っ
て
重

労
働
、
軽
労
働
と
分
け
て
決
め
ら
れ
る
。
い
く
ら
体
調
が
悪
く

て
も
一
定
以
上
の
熱
が
な
い
と
休
ま
せ
て
は
も
ら
え
な
い
。

昭
和
二
十
三
年
夏
に
な
っ
て
、
鉄
道
工
事
に
回
っ
て
い
る
時

帰
国
を
知
ら
さ
れ
る
。
日
本
兵
二
百
人
程
が
一
ヵ
所
に
集
め
ら

れ
列
車
で
ナ
ホ
ト
カ
に
着
く
。
ナ
ホ
ト
カ
で
他
の
部
隊
と
一
緒

に
な
り
引
揚
船
に
乗
り
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
十
三
日
舞
鶴
港

に
上
陸
す
る
。



故
郷
を
出
て
か
ら
八
年
ぶ
り
の
懐
か
し
い
我
が
家
に
八
月
十

六
日
帰
り
着
く
。

以
来
農
業
に
従
事
、
今
日
に
至
る
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 岐阜
県
　
林
正
彦
　 

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
土
岐
市
土
岐
津
小
学
校
卒
業

と
同
時
に
三
菱
重
工
業
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
入
社
。

昭
和
十
七
年
、
徴
兵
検
査
、
甲
種
合
格
。

昭
和
十
八
年
、
各
務
ヶ
原
飛
行
場
大
隊
入
隊
の
予
定
が
変
更

に
な
り
、
門
司
老
松
公
園
に
集
合
、
約
七
日
間
各
民
家
に
宿

泊
。
下
関
港
よ
り
釜
山
上
陸
後
、
鉄
路
で
黒
河
省
嫩
江
第
九
七

飛
行
場
大
隊
入
隊
。
そ
の
後
、
新
京
（
長
春
）

、
チ
チ
ハ
ル
等

で
教
育
を
受
け
る
。
戦
況
の
悪
化
と
と
も
に
遼
陽
飛
行
場
大
隊

よ
り
多
く
の
特
攻
隊
員
を
見
送
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。

八
月
十
五
日
、
終
戦
を
迎
え
る
と
と
も
に
鞍
山
の
昭
和
製
鋼

跡
地
に
移
動
、
ロ
シ
ア
軍
の
指
揮
下
に
入
り
、
機
械
等
の
解
体

作
業
が
始
ま
り
、
莫
大
な
機
械
の
す
べ
て
が
ロ
シ
ア
へ
向
け
て

発
送
さ
れ
て
行
っ
た
。
正
に
国
家
あ
げ
て
の
泥
棒
行
為
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
戦
争
犯
罪
と
言
わ
ず
、
何
と
言
う
か
。

昭
和
二
十
年
十
月
末
、
軍
の
命
令
に
よ
り
国
家
賠
償
と
し
て

三
年
間
の
労
役
に
服
す
る
と
言
わ
れ
て
、
部
隊
長
以
下
全
員
が

鞍
山
よ
り
乗
車
、
満
州
里
を
経
由
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
・
ア
ン
グ
レ
ン
に
到
着
、
抑
留
生
活
が
始
ま
る
。

現
地
へ
入
っ
て
驚
い
た
の
は
、
水
の
な
い
全
く
の
砂
漠
地
帯

で
あ
っ
た
こ
と
、
町
全
体
が
囚
人
の
街
で
あ
る
こ
と
、
ド
イ
ツ

人
の
収
容
さ
れ
て
い
た
跡
へ
入
る
も
、
果
た
し
て
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
三
年
、
命
が
も
つ
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

作
業
は
、
炭
鉱
作
業
、
■
瓦
造
り
、
道
路
作
業
等
あ
ら
ゆ
る

仕
事
を
や
っ
た
。

ド
ロ
を
固
め
た
■
瓦
の
家
造
り
が
始
ま
っ
た
。
一
日
で
乾
燥

さ
せ
る
誠
に
粗
末
な
も
の
だ
っ
た
。
が
、
と
も
か
く
家
が
で

き
、
街
作
り
が
行
わ
れ
た
。

炭
鉱
は
主
と
し
て
露
天
掘
り
、
雨
の
全
く
降
ら
な
い
こ
の
土

地
で
よ
く
も
三
年
間
頑
張
れ
た
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
。




